
☆３月３日（月）本校体育館にて令和６年度卒業証書授与式が挙行されました。

令和６年度の卒業生は６名でした。今まで様々な課題を抱え挫折しそうになりな

がらも、それを乗り越え、克服し、ようやくこの日を迎えた生徒たちは、実に堂

々としていて、大変頼もしく、普段より一回りも二回りも大きく見えました。川

久保校長は式辞の中で、「これからの社会は非常に変化が激しく、その中での活

躍が求められます。前例のない局面で、迅速な判断を迫られることもあります。

自らが課題を見出し、解決策を提示する力も求められます。短時間で多くの情報

が得られる時代ですが、どの情報をピックアップするのか、それをどう生かす

のか、という力も不可欠です。これらの力を身につけていくためにも、これか

らも自らの意思で学び続けてほしいと思います。大切な人と心を通わせ、より

充実した人生を送るために、『言葉の力を磨く』ということにも、エネルギーを

注いでほしいと思います。美里分校での３年間の学校生活の中で様々な活動を

成し遂げたことを忘れることなく、このことに自信を持って、ぜひ、新たなス

テージでも羽ばたいてください。期待しています。」と、卒業生にエールを送り

ました。

☆生徒会長の 池本 悠久 くんが送辞で、「先輩方は、いつも明るく楽しくにぎやかな存在でした。体育祭

では『絶対に優勝しよう』、文化祭では『お客さんを楽しませよう』、どの行事でも明るくまとまっていて、

とてもまぶしく見えました。皆さんは、美里分校での学校生活を立派にやり遂げて、今、ここにいます。私

たちの模範であり、私たちの誇りです。今、皆さんは、胸に夢と希望を抱いて新しい世界へと羽ばたこうと

しています。どうか、その夢と希望を絶やさずに、美里分校で学んだことを忘れずに、これからもご活躍く

ださい。」と言葉をおくりました。

☆卒業生代表の 田村 聖 さんが答辞で、「在校生の皆さん。美里分校での学び

の時間がまだ残っている皆さんへ、卒業する私からメッセージを送りたいと思いま

す。それは『やれば、出来る』です。なぜ『やれば、出来る』なのかというと、そ

もそも『やらなければできない』からです。初めから無理そうだから諦めるのでは

なく、失敗してもいいから挑戦するというのは、とても大切なことだと思います。

発明家エジソンの言葉にも『成功の反対は失敗ではなく、挑戦しないことである』

とあります。誰かに否定されたから夢を諦める、なんてことは絶対にしないでほしいです。私はテスト勉強

が辛くても、マラソンがしんどくても、『自分はやったらできる』と自分に言い聞かせて、途中でやめること

なく続けてきました。そして、やめることなく最後までやりきることができたとき、『自分ってやれば出来る

やん』、『すごいぞ』と自分で自分のことを褒めると、精神的にも強くなれるし、モチベーションも上がりま

す。『やれば、出来る』、辛くなったり、逃げ出したくなったときにこの言葉を少しでも思い出してもらえた

ら幸いです。私たちは、これからそれぞれの道へ旅立っていきます。保護者の皆さま、先生方、在校生の皆

さんに、あらためて感謝いたします。」と3年間の思い出や感謝の気持ちを述べました。

☆式歌（蛍の光）を斉唱し、式は無事に終了しました。多くの来賓の方にご臨席いただきましたこと、たく

さんの祝電や祝詞をいただきましたことを、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

☆海南高等学校美里分校職員一同、卒業生の皆さんの今後の活躍を祈念いたしております。

４月の主な行事４月の主な行事
・ ８日（火）始業式・新任式・大掃除 ・１５日（火）通常授業開始、身体測定、内科検診

入学式準備 ・１７日（木）歯科検診

・ ９日（水）入学式・対面式 ・１８日（金）月例漢字テスト

・１０日（木）通学バス指導 ・２４日（木）眼科検診

・１４日（月）１年生オリエンテーション、検尿 ・２５日（金）地域清掃、新入生歓迎会（バーベキュー）

心電図（１年生） ・２９日（火・祝）昭和の日

「分校の窓から世界が見える」
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